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韓国 セックム特別支援学校との交流   

 
夏のつどい(同窓会)がありました。 

 
年に１度、本校卒業生を中心に開催される夏のつどい。今回で５１回年となりま

す。コロナ禍の 3年中止になり、昨年 4年ぶりに、プログラムをコンパクトにして
実施となりました。定番のカレーライスは、廃止にして、午前中までの開催です。
「夏のつどい」は、本校卒業生の「ふよう会役員（本校卒業生 20 代～60 代）が、
数カ月前から、企画内容の検討、案内状の作成、案内状の発送準備など、担当の先
生とみんなで準備を進めてきました。 

今年のイベントは 的当て、ボーリングなどのゲームとプラ板のキーホルダーづ
くり、カラオケ、プールでした。参加者は、それぞれ思いをもって、いろいろなイ
ベントに参加して、楽しみました。販売コーナでは、卒業生が働いている作業所 5
店舗が商品を販売しました。ケーキなどのお菓子や、さおり織りの小物など作業所
の方とやり取りしながら、様々な物品を観て、購入して楽しみました。最後には全
体写真を撮って、閉会となりました。それぞれ「春のつどい」での再開を約束して
満足した表情で帰路につきました。思い出に残る一日となりました。 
 

セックム特別支援学校訪問記 （黒川先生と長谷川先生） セックム特別支援学校の先生が来校されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
週
末
は
、
ゆ
っ
く
り
と
進
む
大
型
台
風
10

号
の
進
路
に
気
を

揉
み
ま
し
た
が
、
学
校
付
近
は
、
被
害
が
出
ず
に
済
み
、
無
事
に
始
業

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
被
害
が
大
き
く
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
地
域
の
一
刻
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。 

さ
あ
今
日
か
ら
２
学
期
で
す
。「
久
し
ぶ
り
」
と
日
焼
け
し
た
顔
の

子
ど
も
達
が
笑
顔
で
揃
い
ま
し
た
。
少
し
会
わ
な
い
だ
け
で
す
が
、
子

ど
も
達
が
ず
い
ぶ
ん
大
人
び
た
表
情
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ム
が
日
常
に
な
っ
た
夏
休
み
、
子
ど
も
達
の
生

活
づ
く
り
で
は
大
変
苦
労
さ
れ
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
お

盆
休
み
前
に
地
震
や
大
雨
で
、
予
定
変
更
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
保
護
者
の
皆
様
、
長
い
夏
休
み
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

２
学
期
は
、
１
年
の
中
で
も
一
番
長
く
、
季
節
の
変
化
も
大
き
い
学

期
で
す
。
そ
し
て
、
運
動
会
、
合
宿
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
行
事
に
取
り
組
む
中
で
、
仲
間
と
の

関
係
は
拡
が
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
授
業
で
は
、
１
学

期
の
学
び
を
土
台
に
し
て
、
じ
っ
く
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

ど
も
が
飛
躍
し
成
長
す
る
学
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
10

月

に
実
施
す
る
「
運
動
会
」
は
、
本
校
が
大
事
に
し
て
き
た
節
目
の
行
事

で
す
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
運
動
会
に
す
る
た
め
に
、
１

学
期
か
ら
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
「
内
容
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
ら
し
い
運
動
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
保

護
者
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
２
学
期
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

Ｎo．408 
2024 年 

９月２日（月） 

発行 

神戸大学附属 

特別支援学校 

８月 20 日~23 日の日程で前校長の津田先生にご紹介いただいて、神戸大学の学生とと
もに韓国を訪問しました。セックム支援学校は肢体不自由の生徒の学校で、130 人あまり
の児童生徒がいます。学校への訪問は、今回で 3 回目ですが、生徒達と顔を合わせるのは
初めてです。この日は、夏休みが開けて 2 日目。中高の生徒達が、私たちを歓迎して、交
流会を開いてくれました。交流会では、本校の学校紹介動画（ハングルの字幕付き）で本
校を紹介した後、けん玉の技や篠笛を披露しました。みんな熱心に観てくれて、大いに盛
り上がりました。セックムの生徒からは、歌の披露もあり、代表の生徒がのびのびと歌っ
ている姿が大変印象的でした。校内には、ボタン一つで動かせる教材や作業台などが完備
され、障害の状況に応じて操作できるようにしてありました。子どもたち一人ひとりの能
力が発揮できるような配慮が様々なところでみられました。その後、５０km ほど離れた
忠清南道に位置する礼山特別支援学校を訪問しました。礼山は２年前に開校したばかりの
知的障害児を対象とした新設校です。校内にカフェやジムなどがあり、地域の人が気軽に
足を運んで集える場となっていました。また校内のスロープには、美術の作品が数多く飾
られており、日々の取り組みを共有できる工夫がなされていました。今回、現地に行って
韓国の学校教育に触れたことで、日本の学校教育を見直すよい機会となりました。 

（文責 黒川 陽司 ） 

 
 

 

第
２
回 

哲
学
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ                                    

９
月
11
日
（
水
）
９
時
半
～
11
時
半 

★
神
戸
大
学
の
稲
原
先
生
主
催
の
哲
学
カ
フ
ェ
を

開
き
ま
す
。
前
回
は
、
卒
業
生
の
保
護
者
も
参
加
し

て
対
話
が
深
ま
り
ま
し
た
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
、
殿
垣
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

７月 30 日の登校日、セックム特別支援学校から 4 名の先生が来校されまし
た。まずは、全校生のプール活動を参観されました。子ども達は、「アニョハセ
ヨ！」と元気よくお迎えしました。プールでは、久しぶりに全校生での水中列
車に取り組み、つながってぐるぐる回るうちに大きな渦が生まれ、流れるプー
ルの様な水流に乘って楽しむ様子を見ていただきました。韓国の学校にはプー
ルは設置しておらず、プール学習の様子は、大変めずらしかったようです。そ
の後は、体育館で、中学部と高等部と交流会を持ちました。体育館は、高等部
の生徒が、ハングル文字で壁面を飾ったり、それぞれのお名前を書いた色紙に
折り紙の小物を添えてテーブルセッテングしたりと準備していて、セックムの 

4 名の先生は子ども達の心のこもったプレゼントに大変感動されていました。セ
ックム特別支援学校の「学校紹介ビデオ」と見てセックム体操を一緒に踊った
り、チョン・ヨンスク校長先生のお話をきいたりしました。本校からは、中学
部、高等部それぞれに「歌の贈り物」をしました。子ども達を見送った後は、
本校職員全員で昼食会を持ち、大いに盛り上がりました。 

 

 
 

この夏休み、本校と国際姉妹校協定を結んでいる韓国セックム支援学校と交流を持つことができました。本校の生徒達
もセックム特別支援学校の先生方と交流して少し韓国が近くなったようです。8 月には、教員 2 名がセックム特別支援
学校を訪問しました。２学期には、今回の訪問を報告する機会を持ち、今後に繋げていきたいと思います 


